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１ 目的・内容 
 

本調査は、東京湾の底層水域環境の実態を把握し、底質改善対策等の効果を長期的に

モニタリングすると共に底質の改善傾向を確認することを目的としたものであり、千葉

県、東京都、神奈川県、横浜市及び川崎市が統一的な方法により実施した東京湾の底質

調査、底層水の溶存酸素の状況調査、浚渫状況調査及び底生生物調査の結果を九都県市

としてひとつの報告書に取りまとめたものである。 

 

 

２ 東京湾内の底質調査結果 

 

（１）調査地点及び調査項目 

表 1 に各自治体の底質調査地点数及び調査項目を示した。また、図 1（5 ページ）に

調査地点を示した。 

 

    表 1 各自治体の調査地点数及び調査項目 

         自治体名 

調査地点・項目 
千葉県 東京都 横浜市 川崎市 

地 点 数 6 13 4 2 

粒 度 分 布 ○ ○(7地点) ○ ○ 

比 重 - ○ - ○ 

ｐ Ｈ ○ ○(9地点) ○ ○ 

酸 化 還 元 電 位 ○ ○ ○ ○ 

乾 燥 減 量 ○ ○ - ○ 

強 熱 減 量 ○ ○ ○ ○ 

Ｃ Ｏ Ｄ ○ ○ ○ ○ 

全 窒 素 ○ ○(9地点) ○ ○ 

全 り ん ○ ○(9地点) ○ ○ 

全 有 機 性 炭 素 ○ ○(2地点) ○ ○ 

全 硫 化 物 ○ ○ ○ ○ 

○：調査あり、－：調査なし 

 

 （２）測定結果 

表 2、3（6、7 ページ）に令和 3 年度の底質調査結果の年度平均値及び全結果を示し

た。また、表 4～9（18～30 ページ）に各調査項目の経年変化を示した。さらに、図 2

～10（8～16 ページ）に東京湾における各項目の調査結果の分布及び図 11（17 ペー

ジ）に代表的な項目間の相関図を示した。令和 3 年度の東京湾の底質調査結果の概要

は以下のとおりである。 

また、年度平均値の図の一部(図 4、6、7、8）にあっては、表 2 欄外に記載のとお

り、年度内の測定回数が 1 回であった地点を含むことに留意する必要がある。 
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① 粒度分布 

図 2（8 ページ）に東京湾における底質の粒度分布の年度平均（全 19 地点）を示

した。ただし、季節により礫・砂質・泥質の構成比の順位の異なる地点について

は各々の粒度分布を示した。 

砂質が優先していた地点は、千葉県の東京湾 3（京葉港沿岸）、東京湾 18（富津

航路）、東京都の三枚洲（9 月）、St.31（多摩川河口）、森ヶ崎の鼻、多摩川河口

干潟（5 月）、横浜市の富岡沖の 7 地点であった。 

② 比重 

年度平均値は最小 2.56 から最大 2.69 の範囲であった。 

③ ｐＨ 

年度平均値は最小 7.6 から最大 8.2 の範囲であった。 

④ 酸化還元電位 

図 3（9 ページ）に東京湾における底質の酸化還元電位の分布（全 25 地点）を示

した。酸化還元電位は季節により大きく異なるため、春・秋・冬期と夏期（概ね 7

～9 月）を別々に示した。ＣＯＤとの相関関係等から－100mV、－200mV を境界とし

て３区分して表記した。 

各調査地点における酸化還元電位の年度平均値の範囲は－375～386mV であっ

た。今年度-200mV 以下である地点は、千葉県の東京湾 1（浦安沿岸）（8 月）、東

京湾 5（稲毛沿岸）（8 月）、東京湾 8（湾中央）、東京湾 9（五井沖）、St.6（中

央防波堤内側）(5 月）の 5 地点であった。 

一般に酸化還元電位は、魚類などの呼吸に必要な溶存酸素がある好気的な酸化状

態にあるか、あるいは有機物汚染による腐敗が進行する嫌気的な還元状態にある

かを表す指標である。 

⑤ 乾燥減量 

年度平均値は最小 22.7％から最大 71.3％の範囲であった。 

一般に乾燥減量は底質に付着している水分（含水率）を測定するものである。 

⑥ 強熱減量 

図 4（10 ページ）に東京湾における底質の強熱減量の年度平均値の分布（全 25 地

点）を示した。 

各調査地点における強熱減量の年度平均値の範囲は 1.5～13.5％であった。 

ＣＯＤとの相関関係及び「東京湾における底生生物等による底質評価方法」の区

分との整合などから、10％、15％を境界として 3 区分して表記した。10％を超える

比較的高い数値を示した地点は、千葉県の東京湾 8（湾中央）、東京湾 9（五井沖）

（2 月）、東京都の St.22（三枚洲沖）、St.25（羽田沖）、St.35（多摩川河口沖）、

St.6（中央防波堤内側）、広域 26、川崎市の扇島沖、横浜市の鶴見川河口先、本牧

沖の 10 地点であった。15%を超えた地点はなかった。 

一般に強熱減量値は、底質中の有機物含有量の目安として測定される。 

⑦ 有機汚染度 

水産用水基準（昭和 58 年 3 月改訂版）では、底質の有機汚染度をＣＯＤと全硫化

物により分類している。その方法により東京湾の底質をＡ正常泥、Ｂ汚染の始ま
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りかかった泥、Ｃ汚染泥の 3 区分に分類し、図 5（11 ページ）に示した。なお、

春・秋・冬期の結果と夏期（概ね 7～9 月）の結果を横に並べた。いずれかの時期

が汚染泥に分類されたのは、千葉県の東京湾 8（湾中央）、東京都の St.22（三枚洲

沖）、St.25（羽田沖）、St.35（多摩川河口沖）、St.5（船の科学館前）、St.6（中

央防波堤内側）、St.11（大井埠頭前）、広域 26、川崎市の京浜運河扇町、扇島沖

の 10 地点であった。 

⑧ ＣＯＤ 

図 6（12 ページ）に東京湾における底質中のＣＯＤの年度平均値の分布(全 25 地

点)を示した。上記⑦の有機汚染度の区分との整合から 20、30mg/g を境界として 3

区分して表記した。 

各調査地点におけるＣＯＤの年度平均値の範囲は 1.9～46.8mg/g であった。

20mg/g 以上 30mg/g 未満のＣＯＤ値（年度平均値）を示した地点は、千葉県の東京

湾 8（湾中央）、東京都の St.5（船の科学館前）の 2 地点であった。30mg/g 以上の

高いＣＯＤ値を示した地点は、東京都の St.22（三枚洲沖）、St.25（羽田沖）、St.35

（多摩川河口沖）、広域 26、川崎市の京浜運河扇町、扇島沖の 6 地点であった。 

⑨ 全窒素 （Ｔ－Ｎ） 

図 7（13 ページ）に東京湾 における底質中の全窒素の年度平均値の分布(全 21

地点)を示した。ＣＯＤとの相関関係等から 2.5mg/g、3.5mg/g を境界として 3区分

して表記した。 

各調査地点における全窒素の年度平均値の範囲は 0.26～4.68mg/g であった。

3.5mg/g 以上の高い数値を示した地点は、千葉県の東京湾 8（湾中央）、東京湾 9

（五井沖）、東京都の St.22（三枚洲沖）、広域 26 の 4 地点であった。2.5mg/g 以

上 3.5mg/g 未満の地点は、東京都の St.25（羽田沖）、St.35（多摩川河口沖）、川

崎市の京浜運河扇町、扇島沖、横浜市の本牧沖の 5 地点であり、それ以外の地点は

すべて 2.5mg/g 未満であった。さらに 1.0mg/g 以下の低い数値を示した地点は、千

葉県の東京湾 3（京葉港沿岸）、東京湾 18（富津航路）、横浜市の富岡沖の 3 地点

であった。 

⑩ 全りん （Ｔ－Ｐ） 

図 8（14 ページ）に東京湾における底質中の全りんの年度平均値の分布(全 21 地

点)を示した。ＣＯＤとの相関関係等から 0.8mg/g、1.0mg/g を境界として 3区分し

て表記した。 

各調査地点における全りんの年度平均値の範囲は 0.25～1.01mg/g であった。

1.0mg/g 以上の高い数値を示した地点は、東京都の St.8（荒川河口沖）であった。

0.8mg/g 以上 1.0mg/g 未満の地点は、東京都の St.22（三枚洲沖）、St.25（羽田沖）、

St.35（多摩川河口沖）、St.5（船の科学館前）、広域 26、横浜市の鶴見川河口先

の 6 地点であった。 

⑪ 全有機性炭素  （ＴＯＣ） 

図 9（15 ページ）に東京湾における底質中のＴＯＣの年度平均値の分布(全 14 地

点)を示した。ＣＯＤとの相関関係等から 20mg/g、30mg/g を境界として 3区分して

表記した。 

各調査地点におけるＴＯＣの年度平均値の範囲は 1.7～35mg/g であった。20mg/g
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以上 30mg/g 未満のＴＯＣ値（年度平均値）を示した地点は、東京都の St.25（羽田

沖）、広域 26、川崎市の京浜運河扇町、扇島沖、横浜市の鶴見川河口先の 5 地点で

あった。30mg/g 以上の高い数値を示した地点は、千葉県の東京湾 8（湾中央）、東

京湾 9（五井沖）の 2 地点であった。 

⑫ 全硫化物（ＴＳ） 

図 10（16 ページ）に東京湾における底質の全硫化物の分布(全 25 地点)を示した。

全硫化物は季節により大きく異なるため、春・秋・冬期と夏期（概ね 7～9 月）を

別々に示した。上記⑦の有機汚染度の区分との整合から 0.2mg/g、1mg/g を境界と

して 3 区分して表記した。 

各調査地点における全硫化物の範囲は<0.01～1.73mg/g であった。 

二期とも 1mg/g を上回っていたのは、千葉県の東京湾 8（湾中央）の１地点であ

った。 

⑬ 項目間の相関 

図 11（17 ページ）に代表的な項目の相関図を示した。 

いずれの項目についてもＣＯＤとの相関が見られた。 

⑭ 経年変化 

図 12（31 ページ）にＣＯＤ、全りん及び全硫化物についての経年変化（一部の地

点のみ）を示した。項目・地点により傾向は様々だが、全体としては、ほぼ横ばい

状態が見られる。  
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表 2 底質調査結果（年度平均）

汚　泥 酸化還 乾燥 強熱

地点番号 類型 地点名 層　厚 比重 ｐＨ 元電位 減量 減量

（ｍ） 礫 砂質 泥質 (mv) （％） （％） (mg/g） (mg/g） (mg/g） (mg/g） (mg/g）

301 B 東京湾１（浦安沿岸） 0 38 62 7.7 -190 38.4 5.3 5.3 1.46 0.46 10.7 0.87 ①

305 B 東京湾３ （京葉港沿岸） 0 96 4 7.7 -152 25.8 1.5 2.1 0.43 0.25 2.5 0.10 ②

307 C 東京湾５（稲毛沿岸） 1 9 90 7.9 -208 44.0 4.6 3.7 1.15 0.32 10.4 0.49 ③

313 B 東京湾８（湾中央） 0 1 99 7.7 -375 71.3 13.5 20.5 4.68 0.72 34.9 1.49 ④

314 B 東京湾９（五井沖） 0 2 98 7.7 -359 68.1 10.7 13.3 3.96 0.61 30.6 0.90 ⑤

323 B 東京湾１８（富津航路） 2 94 5 7.8 116 22.7 2.7 1.9 0.26 0.25 1.7 0.01 ⑥

401 B St.8（荒川河口沖） 7.6 -1 41.6 7.0 19.0 1.68 1.01 0.36 ⑦

402 B St.22（三枚洲沖） 7.9 -149 65.0 11.8 46.8 3.77 0.81 1.55 ⑧

403 B St.25（羽田沖） 0 0 100 8.1 -135 61.7 11.1 36.7 3.08 0.84 24.8 1.51 ⑨

404 B St.35（多摩川河口沖） 7.9 -125 58.4 11.2 37.1 3.13 0.82 1.73 ⑩

405 C St.5（船の科学館前） 7.8 -80 49.3 10.0 23.6 2.43 0.89 1.56 ⑪

406 C St.6（中央防波堤内側） 0 3 97 2.57 7.9 -131 64.5 9.9 19.5 1.76 0.63 0.88 ⑫

407 C St.11（大井埠頭前） 8.2 -174 46.4 8.8 19.0 2.08 0.70 1.18 ⑬

408 C St.23（京浜島東） 7.8 55 36.3 6.3 10.1 1.21 0.50 0.33 ⑭

409 B 広域26 0 2 98 7.9 -52 62.2 11.9 35.7 3.50 0.85 28.0 0.82 ⑮

410 C 三枚洲 0 48 52 2.69 -111 43.7 6.1 11.7 0.14 ⑯

411 C St.31（多摩川河口） 0 72 27 2.69 -68 28.6 3.2 4.6 0.09 ⑰

416 C 森ヶ崎の鼻 0 95 5 2.69 -128 27.9 1.8 2.6 0.03 ⑱

420 河川D 多摩川河口干潟 0 57 43 2.68 -83 31.8 3.4 5.6 0.06 ⑲

504 Ｃ 京浜運河扇町 0 15 85 2.64 7.9 -39 51.1 9.1 32.8 2.63 0.65 27.3 0.70 ⑳

512 Ｂ 扇島沖 0 3 97 2.62 7.9 -85 61.8 11.1 39.6 3.25 0.77 28.7 1.01 ㉑

505 Ｃ 鶴見川河口先 0 19 81 7.8 49 11.6 12.0 1.90 0.89 20.0 0.09 ㉒

510 Ｂ 平潟湾内 0 19 81 7.7 -4 9.4 13.0 1.90 0.53 15.0 0.12 ㉓

513 Ｂ 富岡沖 10 66 25 8.1 386 5.3 2.9 0.60 0.65 2.2 <0.01 ㉔

514 Ｂ 本牧沖 0 8 92 7.6 -57 11.0 13.0 2.50 0.58 15.0 0.16 ㉕

＊下線のある数字は年度内の測定回数が１回であったもの。 なお、粒度分布の合計は100％とならないものがある。

千葉県

東京都

横浜市

図１の
地点番

号

全硫化物粒度分布（％） ＣＯＤ Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ ＴＯＣ

川崎市
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表 3 底質調査結果（全結果）

地点 調　査 汚　泥 酸化還 乾燥 強熱 全硫

番号 月　日 層　厚 元電位 減量 減量 化物

（ｍ） 礫 砂質 泥質 (mv) （％） （％） (mg/g） (mg/g） (mg/g） (mg/g） (mg/g）

東京湾１ R3.8.3 0.4 42.9 56.7 7.7 -260 38.5 5.5 5.2 1.74 0.51 10.4 0.79

（浦安沿岸） R4.2.1 0.4 33.2 66.4 7.6 -119 38.3 5.1 5.3 1.17 0.40 11.0 0.94

東京湾３ R3.8.3 0.4 95.8 3.8 7.8 -184 26.4 1.4 1.8 0.47 0.27 2.4 0.13

（京葉港沿岸） R4.2.1 0.1 95.8 4.2 7.5 -120 25.1 1.6 2.3 0.39 0.23 2.6 0.06

東京湾５ R3.8.3 1.0 6.9 92.1 7.9 -294 45.6 4.7 3.2 1.38 0.38 13.9 0.46

（稲毛沿岸） R4.2.1 0.9 11.5 87.6 7.9 -121 42.4 4.4 4.2 0.91 0.25 6.8 0.52

東京湾８ R3.8.3 0.1 0.9 99.1 7.7 -390 72.0 14.8 16.8 5.16 0.71 33.7 1.49

（湾中央） R4.2.1 0.1 0.3 99.7 7.6 -360 70.6 12.1 24.1 4.20 0.72 36.0 1.49

東京湾９ R3.8.3 0.1 2.8 97.2 7.7 -369 64.5 9.2 10.5 3.35 0.52 25.0 0.98

（五井沖） R4.2.1 0.1 2.1 97.9 7.6 -348 71.7 12.2 16.0 4.57 0.69 36.1 0.82

東京湾１８ R3.8.4 2.0 93.9 4.1 7.9 57 22.4 2.7 1.7 0.24 0.26 1.7 0.01

（富津航路） R4.2.2 1.6 93.2 5.2 7.6 174 23.0 2.7 2.1 0.27 0.23 1.7 0.01

401 Ｂ St.8（荒川河口沖） R3.9.24 7.6 -1 41.6 7.0 19.0 1.68 1.01 0.36 ⑦

402 Ｂ St.22（三枚洲沖） R3.9.22 7.9 -149 65.0 11.8 46.8 3.77 0.81 1.55 ⑧

R3.8.17 0.0 0.0 100.0 7.9 -88 59.0 11.1 36.7 2.56 0.81 24.3 1.65

R3.9.22 8.1 -189 59.6 11.1 34.4 3.31 0.89 2.25

R4.2.1 0.0 0.0 100.0 8.2 -129 66.4 11.0 38.9 3.38 0.81 25.3 0.64

404 Ｂ St.35（多摩川河口沖） R3.9.22 7.9 -125 58.4 11.2 37.1 3.13 0.82 1.73 ⑩

405 C St.5(船の科学館前） R3.9.24 7.8 -80 49.3 10.0 23.6 2.43 0.89 1.56 ⑪

R3.5.24 0.0 1.6 98.4 2.59 -211 75.8 10.6 20.0 0.82

R3.9.13 0.0 3.7 96.3 2.54 -85 73.2 11.1 20.0 1.31

R3.9.24 7.9 -98 44.6 8.1 18.5 1.76 0.63 0.50

407 C St.11（大井埠頭前） R3.9.24 8.2 -174 46.4 8.8 19.0 2.08 0.70 1.18 ⑬

408 C St.23（京浜島東） R3.9.22 7.8 55 36.3 6.3 10.1 1.21 0.50 0.33 ⑭

R3.8.17 0.0 0.9 99.1 7.9 -136 60.3 12.2 37.0 3.39 0.87 28.1 1.23

R4.2.1 0.0 3.2 96.8 7.9 33 64.1 11.6 34.4 3.61 0.83 27.8 0.40

R3.5.24 0.0 8.1 91.9 2.61 -162 55.3 9.0 18.0 0.19

R3.9.13 0.0 87.7 12.3 2.77 -59 32.0 3.2 5.3 0.08

R3.5.24 0.2 83.6 16.2 2.68 -71 26.8 2.4 3.3 0.02

R3.9.13 0.4 61.1 38.5 2.69 -64 30.3 4.0 5.9 0.16

R3.5.24 0.2 92.2 7.6 2.69 -189 27.3 1.8 3.4 0.02

R3.9.13 0.1 97.2 2.7 2.69 -66 28.5 1.8 1.8 0.03

R3.5.24 0.0 64.3 35.7 2.67 -189 29.9 3.1 5.2 0.03

R3.9.13 0.1 49.1 50.8 2.69 24 33.6 3.7 6.0 0.09

Ｃ 京浜運河扇町 R3.9.16 - 0.0 9.3 90.7 2.60 7.9 -108 49.6 9.4 33.0 2.62 0.67 28.5 0.87

R4.2.2 - 0.0 20.2 79.8 2.68 7.8 30 52.6 8.7 32.6 2.63 0.63 26.0 0.52

Ｂ 扇島沖 R3.9.16 - 0.0 1.1 98.9 2.58 8.0 -115 60.3 11.4 40.2 3.01 0.77 29.2 1.18

R4.2.2 - 0.5 5.3 94.2 2.66 7.7 -55 63.2 10.8 39.0 3.49 0.77 28.1 0.84

505 Ｃ 鶴見川河口先 R3.9.17 0.0 18.7 81.3 7.8 49 11.6 12.0 1.90 0.89 20.0 0.09 ㉒

510 Ｂ 平潟湾内 R3.9.17 0.0 18.9 81.1 7.7 -4 9.4 13.0 1.90 0.53 15.0 0.12 ㉓

513 Ｂ 富岡沖 R3.9.17 9.7 65.8 24.5 8.1 386 5.3 2.9 0.60 0.65 2.2 <0.01 ㉔

514 Ｂ 本牧沖 R3.9.17 0.0 8.1 91.9 7.6 -57 11.0 13.0 2.50 0.58 15.0 0.16 ㉕

※　１　強熱減量、底質の調査項目は、七都県市水質専門部会で合意された底質調査方法による

　　 ２　COD，Ｔ－Ｎ，Ｔ－Ｐ，ＴＯＣ及び硫化物は乾泥換算
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